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制
度
堅
持
を
求
め
る
請

　

願

決　議

大
分
県
は
、
去

る
１
月
、
豊
後
大

野
市
に
対
し
て「
公

立
お
が
た
総
合
病

院
」
と
「
県
立
三

重
病
院
」
の
統
合

を
申
し
入
れ
て
き

ま
し
た
。

市
は
、
統
合
を

前
提
と
し
な
い「
地

域
医
療
を
守
る
た

め
の
公
立
病
院
の

あ
り
方
検
討
委
員

会
」
の
共
同
設
置

を
県
に
対
し
て
申

し
入
れ
る
こ
と
を

提
案
し
、
市
議
会

は
議
会
全
員
協
議

会
で
話
し
合
い
の

結
果
、
了
承
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
議
会
は
、
平
成
20
年
第
１
回
定

例
会
で
、
市
お
よ
び
大
分
県
に
対
し

て
、
本
市
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、「
公
立
お
が
た
総

合
病
院
」
の
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
と
、

併
せ
て
「
県
立
三
重
病
院
」
の
存
続
を
強
く
求
め
る
決
議

を
し
ま
し
た
。

豊後大野市の地域医療を守るため、「公立おがた総
合病院」の医師不足の解消と「県立三重病院」の存
続を求める決議

　大分県は、去る１月、豊後大野市に対して「公立おがた総

合病院」と「県立三重病院」との統合を申し入れてきた。

本市は、この提示を受け、統合を前提としない「地域医療

を守るための公立病院のあり方検討委員会」の設置を県に対

して申し入れ、市は県と共同で同委員会の設置を図ったとこ

ろである。

本市内にある「公立おがた総合病院」と「県立三重病院」は、

本市のみならず豊肥県南地域医療の中核的な役割を担ってお

り、さらに両病院は二次救急医療施設として、また、へき地

医療拠点病院としての機能の維持が期待され、その重要性は

今後ますます増大するものと思慮される。

しかしながら、全国的に深刻化する医師不足から両病院と

も厳しい環境下に置かれ、地域住民の将来への不安は募るば

かりである。

豊後大野市議会は、住民の代表として市民の暮らしと健康、

命を守るため、両公立病院の機能及び経営基盤の充実強化を

訴え、地域住民の期待と負託に応えなければならない

よって、豊後大野市議会は、豊後大野市及び大分県に対し

て、本市の地域医療を守るため、「公立おがた総合病院」の

医師不足解消のための抜本的な対策と、併せて「県立三重病

院」の存続を強く求めるものである。

以上、決議する。

　　平成 20 年３月 19 日

　　　　　　　　　　　　大分県豊後大野市議会

　　　　　　　　　　　　　　議長　若　松　成　次　

地
域
住
民
の
期
待
と
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
県
に
対

し
、
豊
肥
県
南
地
域
医
療
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
両

病
院
の
重
要
性
と
、
住
民
の
暮
ら
し
と
健
康
、
命
を
守

る
公
立
病
院
の
機
能
及
び
経
営
基
盤
の
充
実
強
化
を
訴

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策

と
、「
県
立
三
重
病
院
」
の
存
続
を
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
、
併
せ
て
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
推
移
を
検

証
し
、
豊
後
大
野
市
の
地
域
医
療
を
後
退
さ
せ
な
い
た

め
に
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

・
委
員
の
定
数

　
　
　

議
長
を
除
く
議
員
全
員
の
30
人

　

・
調
査
の
期
間

　
　
　

平
成
21
年
３
月
定
例
会
ま
で

特別委員会を設置

豊後大野市の地域医療を考える
請
願

陳
情

▼
陳
情
書

　

（
緒
方
町
総
合
運
動
公
園

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
つ

い
て
）

・
８
コ
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に

　

整
備

▼
要
望
書

　

（
市
道
「
伏
野
新
田
線
・

久
原
柳
瀬
線
」
整
備
促
進

に
つ
い
て
）

　

・
２
車
線
道
に
し
て
ほ
し

　

い
。　
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